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原発を止めよう！原発を止めよう！すべてのすべての

対政府に対して ｢脱原発」署名を拡げよう

脱原発・エネルギー政策大転換を！京都議定書達成を！
【 政府にする要求 ６項目 】

１ 原発の運転を停止し、安全基準・耐震指針をやり直し、危険な原発は廃炉にしてください。

、 。２ 東電と国のフクシマ事故責任を明らかにし 賠償を国が責任を持って東電にやらせてください

３ 発電と送配電を分離し、送配電部門を国が責任を持って管理してください。

４ 再生可能エネルギー（太陽光、風力、小規模水力、バイオマス、地熱など）の大幅拡大へ

５ 温室効果ガス削減、京都議定書目標（2012年までに1990年から6％削減）の達成へ

６ 原発輸出をやめてください。脱原発・再生可能エネルギーで世界をリードしてください。

フクシマ事故後、原発の安全性を再度確認し、原発推進を

スムーズに進めるため、国の原子力安全委員会が、動き

始めています。

来年３月までに問題点を整理する２つの専門部会が始動

しています。

これらの動きに注目しながら、問題点を整理していきましょう。

脱原発の前進のため、国への闘いを準備していきましょう。

フクシマ原発事故は収束していません。事故原因も明らかにならないまま、関電の原発は安全ですとは

誰も言えません。それでも原発の再稼働を狙う 関西電力

。原発を停止しても 電力が足らなくなるということは、ありえません
７月１日から始まった貴社の１５％程度の節電要請」に関する・ ７月 日に関電に提出しました２８ 。「

公開質問書を関西電力に提出しました。

・ 関西電力に、真摯なる回答を迫ります。

交渉日は８月２５日（木）３時から 関電本社

深刻な汚染状況が 次々と明らかに

フクシマ原発事故は、未だに安定的な冷却システ

ム 回復できないままです。を

大きな余震が起これば、原子炉の大破壊の危険性は

去っていません。

フクシマ事故では、チェルノブイリ原発事故の２０％

（セシウム換算で、ヒロシマ原爆の約１２０発分）にも相
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当する大量の放射能が放出され、大地を、海を、川を

汚染しました。

事故被災地では深刻な放射能汚染が続いていま

す。

福島県は県全体として放射線管理区域相当或い

はそれ以上の汚染地域となり、地域によってはチェル

ノブイリの高汚染地と同じレベルの汚染も生じました。

福島県外の茨城、千葉、東京、岩手などでも汚染

のホットスポットが発見されています。

また農畜産物、水産物などを通じて、放射能汚染

は全国に広まっています。

（朝日新聞より）

放射能汚染を取り除く除染作業では、水で洗った

り、土をはつるなどの地道な方法しかありません。

これから何年、何十年と除染を続けないといけないの

か、見通しすら立ちません。

原子力を止めても、汚染地を回復させる技術を見

いだせません。

汚染されたものを人目につかない場所に移動させ

るだけで、汚染されたものを無害化する技術などない

のです。

原子力を推進してきた日本が、脱原発へと舵を取

るのか、全世界から注視されているのです。

（汚染の深刻さがじわじわと）

今までは、原子力発電は、安いと宣伝していました

が、この事故を契機に 結局は原発の発電コストは

つくことが明らかとなりました。高く

破損した核燃料、溶融核燃料はもとより、がれき

の山、高濃度汚染の汚泥など持って行き場がな

いのです。

（広島平和公園内「峠三吉」石碑）

「故郷を返せ！美しい海、山、川を返せ！俺の人

生を返せ！」福島現地の人々の心からの叫びで

す。

何もかも全て奪ってしまった福島第一原発重大

事故。

今も、多くの労働者の大量被曝を伴う必死の作

業が続けられています。

まだ安定して原子炉を冷やせる状態にはいた

っておらず、 依然として新たな重大な結果にい

たる危険も否定できません。

また廃炉への道筋は見えないままです。

福島県双葉郡楢葉町の自宅で被災。佐藤龍彦さん

事故後千葉県に移住したが福島市に戻る

双葉地方原発反対同盟の一員

９月１０日（土）に

大阪の地で、福島現地報告をします

９月１０日、１１日と、福島現地から、日々、放射

能と向き合う生活の中で、汚染と被曝を引き下

げ、住民や労働者の健康を守るために闘ってお

られる佐藤さんをお招きします。３月１１日以降、
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一変させられた生活、過酷な避難所暮らし、帰郷

の思いは募るものの帰れぬ現実など、現地での

厳しい状況やその中での苦しみや怒り、脱原発

や復興への思い等をお話していただけるものと思

います。「核と人類は共存できない」を目指してフ

クシマとの連帯を強め、交流を深めたいと思いま

す。是非多くの方の参加をお願いいたします。

ストレステストは

原発の安全基準の見直しにはならない

国は、原発の運転再開の評価として、ストレス

テストを実施すると打ち出してきました。このストレ

ステストの意義については、班目（まだらめ）原子

力安全委員長が７月21日の記者会見で、「原発

が安全であるかどうかというのは、定期検査で技

術基準に適合していれば、もうそこで安全だと、こ

れが今までの考え方です。それに対して、ストレス

テストというものは、その技術基準等に比べて、更

にどれだけ余裕があるか、頑健性があるかとか、

そういうことまで調べているわけですから、どこか

に合格点があるというものではなくて、それでよし

とするかどうかというのは、むしろ行政判断になる

のだ。」といっています。

つまり、今ある原発はどれも安全だが、ストレス

テストでは「余裕がどれだけあるか」を調べ、運転

再開や継続を認めるかどうかは内閣が判断すると

いうものなのです。原発が合格かどうかを判断す

るための安全基準つくりでないのです。

原発推進のための原子力安全委員会（内閣

府）、原子力安全・保安院は原子力推進行政を担

う経済産業省の下に置かれています。これでは原

大飯１号炉

約４か月、「調整運転」といいながら実質、営業

発電。（１２０億円稼いだか？）

７月１５日、機器トラブル、翌日、原子炉を停止

原発の安全性が問題視される中、手動停止。

関電は、猛省する姿勢すら見せない。

発の見直しなどできません。

フクシマ事故は防ぐには、設計用基準地震動

や設計用津波高さを根本的に見直すことから始

めるべきなのです。基準そのものを見直すかどう

かが問題なのです。

「対政府」署名を広めましょう

私たちは、原発を止めて、原発のないエネルギ

ー政策へと転換させるため、署名活動をおこない

ます。地域独占の電力会社、原発の利権に群が

る企業や官僚たちの原発推進のデマ宣伝を暴く

ためにも署名は有効であると考えます。多くの参

加をお願いします。

また、｢脱原発を実現し、自然エネルギー中心

を求める全国署名｣１０００万人を目指す運動と連

帯して、並行して署名活動をします。この力で、政

府に対して、要求行動も準備していきましょう。

関電の原発存続のための節電要請は、許

せません

6月10日、関電は、「現在、定検中の原発が再起

動できず、電力需給は極めて厳しい状況。７月以降

は、需要が供給力を大幅に上回る見通し。７月１日

から９月２２日の平日９時から２０時まで、お客さまに

１５％程度の節電をお願いする。」と、発表しました。

そして、７月２０日には、「これまでで約１４０万ＫＷ

の需要抑制、８月の猛暑、さらに１４０万ＫＷの電

力不足になりかねない」と、発表しました。

私たちは、関電が言う「原発が停止だと、電力需

給は極めて厳しい状況」という主張はどうも信じられ

ない、何かを隠しているのではないかという疑念をも

ち、関電に質問書を提出しました。

私たちは、この質問書の回答を求める関電交渉

をする予定です。決まりましたら、日時をお知らせし

ますので、みんなで関電交渉をしていきましょう。

（連絡先 クボ ０７２－９３９－５６６０）
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◇◆◇◆◇◆ 「編集後記」 ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

・ 福井の山崎さんから、メールが届きました。

「ややお笑いの要素ありですが・・・。福井県 chiyose 越前和紙を検索してください。県外の知人から、福

井の名産物を検索していたら、地酒や酒かす・和紙製品の中に【生き残れない原子力防災計画】が写真入

で並んでいた、と連絡があり驚きました。あまり売れているわけではありませんが、とうとう福井の名産品に指

定されたとは・・・。できるだけ多くの市民にこれを読んでいただき、政治・議会・選挙のあり方についても考え

直してほしいものだと思います。」 そして、続いて、「ともあれ、大変な時代になりました。越前市で（たかとし）

は ほとんどの市議たちが「脱原発」を公言し、田中優の講演会チラシを、全市の回覧板にはさみ全市民の

眼に触れる機会をつくりだしました。つい最近まで、原発の講演会というと、武生の公民館では会場を貸して

くれないところもありました。フクシマの後でさえ、『脱原発は反体制の政治運動』とみなされ、その種の講演

会はしてはならないというお触れも出ていたそうです。そのため、『山崎さんを講師に勉強会を開催することは

できなくなった』という話さえ聞いていたのです。これからは、私たち市民の脱原発の講演会や映画会のチラ

シは、全市に回覧板で配布が可能となりました。喜ばしい限りです。劇的に時代は転換しました。しかしこれ

も、フクシマの犠牲の上であることを心に深く刻まねばなりません。菅総理も、『脱原発は単なる夢、個人の願

望』などといっている場合ではないでしょう。」と、締めくくっておられました。そうです。フクシマの犠牲の上に

あり、事故はまだ収束していないのです。原発のない社会をつくるため、がんばらねば・・・。 きよ子

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇


